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■ 要  旨 ■ 

水理模型実験結果をもとに、まずリーフ上の波の特性を

明らかにした。リーフ上におけるエネルギー波高Hrmsは、平

均水位の上昇量を加味した全水深dで規格化することにより、

概ね単一の過程でその変形が表現される。また、砕波完了

後はHrms/dがほぼ一定値に収束し、規則波の場合γr＝

0.28±0.01、不規則波の場合γr＝0.25±0.01であった（図

-4）。リーフ上における波の変形を評価する計算手法として、

田島・Madsen(2005)のモデルを改良したものを提案した。基

礎式は、田島・Madsen(2005)による不規則波を対象とした

式(7)を用いた。 
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ただし、ξb=Hb/Hrms であり、Hb は砕波限界波高である。な

お砕波減衰係数 Kbについては本研究では次式のように改

良した。 
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ここで、γmは各地点における波高Hrmsと全水深dの比であ

り、またαはhを静水深、Lを波長とすると概ね Lh25

となる。なお、γrは規則波実験の結果から 0.28 を与えた。 

本研究によりリーフ上の波の変形について、砕波の物理

過程をある程度反映したモデルが構築できた。  

 

(1) 波高全水深比Hrms/d 

 
 (2) 規格化した波高全水深比
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図－4 不規則波の波高Hrmsと全水深dの
　比の空間分布特性 

 
図－6 波高変化と平均水位変化の実験値と

　計算値の比較 
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